
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 404 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「 高校情報Ⅰ Python 」 （実教出版） 

副教材等 高校情報Ⅰ Python 学習ノート （実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

教科「情報」は、高校生から始まる教科です。中学校では、コンピュータを使って授業を受けていたと

思いますので、コンピュータを使えるようになる授業というイメージがあると思いますが、コンピュー

タを扱うことはあくまでも「道具を使う」「道具を扱う技術を身につける」といったことにすぎません。

もちろん「技術」もしっかりと身につける授業になりますが、「情報」という目に見えないものを考え

ることから授業はスタートします。これからのデジタル社会において、コンピュータはなくてはならな

いものであり、それを通じて私たちの身の回りの「情報」の扱い方と考え方をしっかりと学習しましょ

う。授業では、プリントや学習ノートを使用した知識の習得と、コンピュータを活用した技能の習得を

平行して進めます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

（1）情報と情報技術を活用し、問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するととも

に，情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。 

（2）様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切

かつ効果的に活用する力を養う。 

（3）情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

情報及び情報技術を活用す

るための基礎的・基本的な

知識・技能を身に付け，社

会における情報及び情報技

術の意義や役割を理解して

いる。また，目的に応じて

情報及び情報技術を適切に

扱っている。 

情報や情報社会における身の

まわりの問題を解決するため

に，情報に関する科学的な見

方や考え方を活かすとともに

情報モラルを踏まえて，思考

を深め，適切に判断し、アプ

リケーションやディジタルデ

バイス等を使って表現するこ

とができる。 

情報や情報社会に興味関心を

持ち，身のまわりの問題を解

決するために，自ら進んで情

報及び情報技術を活用し，社

会の情報化の進展に主体的に

対応しようとする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
章 

情
報
社
会 

０１ 情報と情報社会 

 

a: 情報の特徴（残存性，複製性，

伝搬性）について，意味を理解し

ている。 

b: データと情報の違いについて

理解し，事例をあげて説明するこ

とができる。 

c: 情報の定義について興味・関

心を示している。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

取り組み振り

返りシート 

提出物 

０２ 問題解決の考え方 

 

a: 問題解決の考え方について理

解している。 

b: 問題解決の手順について具体

的な例を挙げて説明することが

できる。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

 

０３ 法規による安全対策 

 

a: 情報セキュリティの意味やそ

の対策について理解している。 

c: 情報セキュリティ技術に興

味・関心をもって取り組んでい

る。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

 取り組み振り

返りシート 

提出物 

０４ 個人情報とその扱い 

 

a: 個人情報やプライバシーの概

念を理解している。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

  

０５ 知的財産権の概要と 

   産業財産権 

a: 知的財産権の概要について理

解している。 

c: 知的財産権の問題に関し，主

体的・意欲的に取り組んでいる。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

 取り組み振り

返りシート 

提出物 

０６ 著作権 b: 著作権法の権利制限規定の意

義について考え，討議することが

できる。 

 定期考査 

確認テスト 

提出物 

 

第
２
章 

情
報
デ
ザ
イ
ン 

０７ コミュニケーションと 

   メディア 

a: メディアリテラシーの考え方

や情報の信憑性について理解し

ている。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

  

０８ 情報デザインと表現の工

夫 

b: 情報を適切にデザインするた

めの方法を説明することができ

る。 

 定期考査 

確認テスト 

提出物 

 

０９ Ｗｅｂページと情報デザイ

ン 

a: Web ページの特徴や作成方法

について理解できる。 

b: Webサイトの情報構造を考え，

適切に設計することができる。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

第
３
章 

デ
ジ
タ
ル 

１０ デジタル情報の特徴 a: アナログとデジタルのそれぞ

れの特徴や違いを理解している。 

b: ビット数と表現できる情報の

数の関係について説明すること

ができる。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

 

１１ 数値と文字の表現 a: 2進数，10進数，16進数をそ

れぞれ相互に変換する方法を理

解している。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

  

１２ 演算の仕組み a: 2 進数の簡単な加算と減算に

ついて理解している。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

  

１３ 音の表現 c: 音のデジタル化の学習につい

て興味・関心をもって取り組んで

いる。 

  取り組み振り

返りシート 

提出物 

１４ 画像の表現 a: 加法混色，減法混色，解像度，

階調について理解している。 

b: 画像のデジタル化（標本化，

量子化，符号化）について説明す

ることができる。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

 

１５ コンピュータの構成と動

作 

a: ハードウェアとソフトウェア

の関係を理解している。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

  

１６ コンピュータの性能 a: クロック周波数から１秒間に

処理できる命令の数を計算する

ことができる。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

  

第
４
章 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

１７ ネットワークとプロトコル c: 身近なコンピュータシステム

について興味・関心を持ってい

る。 

  取り組み振り

返りシート 

提出物 

１８ インターネットの仕組み a: ドメイン名の管理の仕組みを

理解している。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

  

１９ Ｗｅｂページの閲覧と 

   メールの送受信 

b: Webページの仕組みについて，

データの流れを追いながら説明

できる。 

c: Web ページの仕組みの学習に

興味・関心を示している。 

 定期考査 

確認テスト 

提出物 

取り組み振り

返りシート 

提出物 

２０ 情報システム b: 身の回りの情報システムにつ

いて簡単にその機能を説明する

ことができる。 

 定期考査 

確認テスト 

提出物 

 

２１ 情報システムを支える 

   データベース 

a: データベースや DBMS につい

て理解している。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

  



 

※令和４年度以降入学生用 

２２ データベースの仕組み a: テーブル，レコード，フィー

ルド，リレーションシップについ

て理解している。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

  

２３ 個人による安全対策 b:コンピュータウイルスに感染

した時の適切な対処法を判断で

きる。 

c: パスワードの重要性について

関心を持っている。 

 定期考査 

確認テスト 

提出物 

取り組み振り

返りシート 

提出物 

２４ 安全のための情報技術 a: 共通鍵暗号方式と公開鍵暗号

方式の違いを理解している。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

  

３
学
期 

第
５
章 

問
題
解
決 

２５ データの収集と整理 a: 収集したデータを結合し

て，新たな表を作成すること

ができる。 

確認テスト 

提出物 

  

２６ ソフトウェアを利用した 

   データの処理 

a:表計算ソフトウェアの関数

を理解しているか。 

確認テスト 

提出物 

  

２７ 統計量とデータの尺度 a: 表計算ソフトウェアを利

用して，ヒストグラムを作成

することができる。 

b: 量的データと質的データ

の違いについて説明すること

ができる。 

確認テスト 

提出物 

確認テスト 

提出物 

 

２８ 時系列分析と回帰分析 ｂ: 移動平均についてその方

法について説明することがで

きる。 

 定期考査 

確認テスト 

提出物 

 

２９ モデル化とシミュレーショ

ン 

b: モデルの分類に関し，身の

まわりの具体的な事例で説明

することができる。 

 定期考査 

確認テスト 

提出物 

 

第
６
章 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

３０ アルゴリズムとプログラミ

ング 

a: アルゴリズムの基本とプ

ログラムの意味を理解してい

る。 

b: アルゴリズムを文章やフ

ローチャートなどの図で表現

することができる。 

c: 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

 

３１ プログラミングの基本 a: 簡単な基本構造のプログ

ラムを理解し，作成すること

ができる。 

c: 基本構造のプログラムの作成

を意欲的に取り組んでいる。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

 取り組み振り

返りシート 

提出物 



 

※令和４年度以降入学生用 

３２ 配列 a: 配列の役割や要素，添字に

ついて理解している。 

b: 配列の利用により，効率の

よいプログラムを考え，作成

することができる。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

 

３３ 関数 a: 関数の概念，関数の種類に

ついて理解している。 

確認テスト 

提出物 

  

３４ 探索のプログラム a: 線形・二分探索のアルゴリ

ズムを理解している。 

c: 探索プログラムの作成に意欲

的に取り組んでいる。 

定期考査 

確認テスト 

提出物 

 取り組み振り

返りシート 

提出物 

３５ 整列のプログラム a: 交換法による整列のアル

ゴリズムを理解している。 

確認テスト 

提出物 

  

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 404 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 
(学)情報リテラシー

Ⅰ 

単位数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書  

副教材等 「Excelで学ぶプログラミング」（実教出版）「30時間でマスター Excel2016」（実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１年の「社会と情報」で学んだ内容をさらに深めていきます。「情報」とは何かを考え、私たちの

身の回りの問題を考え、解決する方法を探っていきます。まずは身近な「情報」の取り扱い方から

考え学び、情報を伝達する技術を身に受け、身近な問題を解決する方法を１年通じて学習していき

ます。１年生でコンピュータの操作がまだ不慣れな人は、各個人で扱える技術を身につけておきま

しょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

（１）高度情報社会にむけて、問題を発見し、解決する力を身につける 

（２）情報の取り扱い方を考え、適切に取り扱い活用する技能を身につける 

（３）高度情報社会にむけての情報モラルを身につける。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

情報及び情報技術を活用す

るための基礎的・基本的な

知識を身に付け，社会にお

ける情報及び情報技術の意

義や役割を理解している。 

情報及び情報技術を活用す

るための基礎的・基本的な

技能を身に付け，目的に応

じて情報及び情報技術を適

切に扱っている。 

情報や情報社会における身の

まわりの問題を解決するため

に，情報に関する科学的な見

方や考え方を活かすとともに

情報モラルを踏まえて，思考

を深め，適切に判断し表現し

ている。 

情報や情報社会に関心を持

ち，身のまわりの問題を解決

するために，自ら進んで情報

及び情報技術を活用し，社会

の情報化の進展に主体的に対

応しようとする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

表

現

と

伝

達 

・表計算ソフトの関数の利

用について理解する。 

・表計算ソフトの検索用関

数（VLOOKUP関数等）を

利用して，条件に合ったデ

ータの検索について実習

で学ぶ。 

 

a: 表計算ソフトウェアを利用し

て，ヒストグラムを作成すること

ができる。 

b: 量的データと質的データの違

いについて説明することができ

る。 

c:表計算ソフトを利用し、関数や

グラフの作成などを意欲的に取

り組んでいる。 

 

小テスト 

提出物 

小テスト 

提出物 

授業取り

組み 

振り返り

シート 

提出物 

２

学

期 

情
報
社
会
と
問
題
解
決 

・コンピュータを活用しプログ

ラム言語を用いた問題解決を

行う。 

・問題解決の過程を理解す

る。 

・問題解決のための手段の選

択について考える。 

a: アルゴリズムの基本とプ

ログラムの意味を理解してい

る。 

b: 配列の利用により，効率の

よいプログラムを考え，作成

することができる。 

c: プログラムを組むことや、読

むことについて意欲的に取り組

んでいる。 

小テスト 

提出物 

小テスト 

提出物 

授業取り

組み 

振り返り

シート 

提出物 

３

学

期 

・データの統計処理とグラフ

化，及びグラフを利用した分

析について学ぶ。 

・アンケートを用いて、回答デ

ータを収集・分析し、他者へ

の適切な表現方法を学ぶ。 

・テキストマイニングなどテキ

ストデータの分析方法につい

て理解する。 

a: 収集したデータを結合し

て，新たな表を作成すること

ができる。 

b: 量的データと質的データ

の違いについて説明すること

ができる。 

c:データを利用する目的を考え、

表現数ることについて意欲的に

取り組んでいる。 

 

 

小テスト 

提出物 

小テスト 

提出物 

授業取り

組み 

振り返り

シート 

提出物 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 



（別紙様式3-②） 学校番号 404

　16　枚のうち　16 　　

「学校設定科目」届　（指導と評価の年間計画）
※令和３年度以前入学生用

情報 科目 単位数 ２単位 年次 ３年次

観点

観
点
の
趣
旨

評
価
方
法

授業の振り返りや、
ポートフォリオの学習
履歴の蓄積により、関
心・意欲をもちながら
授業に取り組むことが
できたかを判断しま
す。

ポートフォリオや成果
物の内容などを、ルー
ブリックを用いてテーマ
に対する深く考えること
ができているかを判断
します。

課題提出、成果物、プ
リント提出、授業態度・
取り組み姿勢で判断し
ます。

成果物、レポート提出
を通じて、各メディアの
特性を理解している
か、各メディアの特性
に基づいて情報発信
することができている
かどうかを判断しま
す。

　上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
　学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

教科 （学）マルチメディア

使用教科書 　適宜資料を用意します

情報の特徴と情報化
が社会に果たす役割
や及ぼす影響に関心
をもち、身のまわりの
問題を解決するため
に、情報メディアを活
用し、情報社会に積極
的に参画しようとしてい
る。

情報や情報社会にお
ける身のまわりの問題
を解決するために、情
報メディアの特徴と情
報化が社会に果たす
役割と及ぼす影響につ
いて、思考を深め、適
切に判断し表現してい
る。

情報機器や情報通信
ネットワーク、情報メ
ディアなどを適切に活
用して情報を収集、処
理、表現するための技
能を身に付け、効果的
にコミュニケーションを
行っている。

情報機器や情報通信
ネットワーク、情報メ
ディアなどを適切に活
用して情報を収集、処
理、表現するための知
識を身に付け、情報メ
ディアの特徴と情報化
が社会に果たす役割と
及ぼす影響を理解して
いる。

副教材等 　適宜資料を用意します

１．担当者からのメッセージ（学習方法等）

この授業では、「情報」を正しく受け取り、収集・分析し、発信・活用する力をの育成を目指します。その
ために、「メディア」というものの本質を理解し、正しく扱えるようになる力を養います。
大きく分けて、年度の前半では「メディア」を知識として理解すること、正しく扱う・発信するための技術
を身につけます。後半では、「ツール」として、複数の「メディア」を活用しながら、与えられた「テーマ」
に沿って、課題の制作を行います。

２．学習の到達目標

「メディアの特性を理解し正しく情報を受け取る力」「情報を適切に取り扱い活用する力」「メディアの特性を理解し
情報を発信する力」を身に付けることが目標です。そのために、基礎的なアプリケーションソフトを扱う技術を身に
つけ、「情報」の伝達方法、「情報」の読み取り方を、アプリケーションソフトをしようしながら身に着けてもらいま
す。最終的に、複数のアプリケーションを使用し与えられた課題に対して、レポートの作成、グラフでの数値・視覚
的な資料作成と提示、口頭発表用の資料の作成を行い、課題解決と情報発信をしてもらいます。

３．学習評価（評価規準と評価方法）

ａ：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解



ａ ｂ ｃ ｄ

ｃ：スライドを見やすくす
る工夫をしている

ａ：積極的に発言ができ
る

成果物
プリント提出
課題提出
プレゼンテー
ション

ｂ：ショートムービーの意
図・目的がはっきりして
おり、共感できる

振り返り
e-Portfolio
ルーブリック
プレゼンテー
ション

ａ：意思を持ったプレゼン
テーションができている

ｄ：プレゼンテーションの
特性を理解している

ｂ：プレゼンテーションの
内容を絞り、相手に伝
わりやすくする工夫をし
ている

1
メディア
分析①②

メディア分析①「メディア
とは」
メディア分析②「メディア
の特性」

○ ○

４．学習の活動

学期 単元名 学習内容
主な評価の観点

単元（題材）の評価規準 評価方法

○ ◎ ◎ ◎

2

メディア分析「プレゼン
テーション分析」
応用演習②プレゼン
テーション

◎ ◎ ○ ◎

メディア
分析⑤
応用演習
②

オリエン
テーショ
ン

「メディア」の理解
情報リテラシー基礎と演
習

◎ ◎

ａ：積極的に発言ができ
る

成果物
プリント提出
課題提出

ｂ：場面に応じて適切な
情報伝達ができる

ｃ：正しくアプリケーショ
ンを扱えている。

ｄ：

○

◎

ａ：

成果物
プリント提出
課題提出

ｂ：論理的な発表ができ
ている

ｄ：メディアを理解し特性
を説明できている

メディア
分析③④
応用演習
①

メディア分析③「メディア
の種類」
メディア分析④「メディア
の活用
応用演習①
「「自分」分析の発表」

ｃ：ショートムービーの内
容を理解しやすくするた
めに、撮影技法を効果
的に使えている

ｄ：撮影技法の特性を理
解している



※ 年間指導計画（例）作成上の留意点

ｃ：データを収集、加工
し、適切な活用ができる

ｄ：メディアの特性を理
解した情報発信ができ
る

振り返り
e-Portfolio
ルーブリック
プレゼンテー
ション

振り返り
e-Portfolio
ルーブリック
プレゼンテー
ション

ｂ：問題の解決のため
に、メディアをどのよう
に活用できるか考える
ことができる

ｃ：データを収集、加工
し、適切な活用ができる

ｄ：問題に対してどのよ
うなデータが必要か、そ
のデータをどのように提
示する必要があるかを
理解している

ａ：自ら問題を発見し、
解決に向けて探求して
いくことができる

ｂ：問題の解決のため
に、メディアをどのよう
に活用できるか考える
ことができる

ａ：自ら問題を発見し、
解決に向けて探求して
いくことができる

総合演習
①

Higashimozu Innovation
Project
～東百舌鳥高校を変え
よう～
プレゼンテーションと提
言書の作成

◎ ◎

◎ ◎ ○

2

◎

※ 表中の観点について

ｃ：技能 ｄ：知識・理解

ａ：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現

○ ◎3
総合演習
②

ＮＥＧＡＩＤＡＭＡ　Ｐroject
～後輩に想いを託す～

これまでに学んだ表現メ
ディアの特性を活かしな
がら、コンテンツを制作
することができる能力と
態度を育成する。

　・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の
　 各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて
い
　 る。



（別紙様式3-④） 学校番号 404

　7　枚のうち　1　　　

「学校設定教科」届　（指導と評価の年間計画）
※令和３年度以前入学生用

情報 科目 単位数 ２単位 年次 ３年次

観点

観
点
の
趣
旨

評
価
方
法

教科 （学）総合情報

使用教科書 　適宜資料を用意します

「学ぶ」ということに対し
て、恐れず前向きに取
り組むことができる。
自分が変化していくと
いうことに対して積極
的になれる。
授業内で学んだプログ
ラミング的思考を実生
活でも役立てられる。

一面的なものの見方
から脱却し、論理的・
多面的に物事を捉え、
判断することができる。

学習範囲内における、
機器やソフトウエアの
最低限の操作方法を
取得できている。

プログラミング的思考
を身に付ける課程で、
理論や法則、原理に基
づいて技能を運用する
ことをこの授業での知
識・理解と捉える。

副教材等 　適宜資料を用意します

１．担当者からのメッセージ（学習方法等）

情報関係の仕事を目指す人、コンピュータを積極的に使おうと思っている人、プログラミングに興味の
ある人が対象です。
具体的には、HP作成やゲーム作成などのプログラミングや、プロのイラストレーターの方を招き、フォ
トショップを活用したリーフレット作成など、情報発信力を養う授業を行います。

２．学習の到達目標

自身の希望する進路や社会に出てからも応用することのできる、プログラミング的思考を養います。
具体的には、物事の本質について考えることのできる思考力や、物事を多面的に捉えることのできる
広い視野の獲得、それぞれの立場に立ち表現できる力などです。それらのスキルの習得過程で、プロ
ユースのソフトウエアを扱う技術や、HTML5やCSS３、JAVAScriptなどのコーディング技術の習得をめ
ざします。

３．学習評価（評価規準と評価方法）

ａ：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解

授業の振り返りや、
LMS上での学習履歴
の蓄積により、関心・
意欲をもちながら授業
に取り組むことができ
たかを判断します。

LMS、成果物、提出物
の内容を、ルーブリック
を用いてする判断しま
す。

成果物ごとに最低限の
技能をチェックリストと
して提示し、その運用
状況で判断します。

プレゼンテーションや
文章などで、「なぜ自
分がこのような表現を
採用したか」という説明
ができているかで判断
します。

　上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
　学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。



ａ ｂ ｃ ｄ

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点

評価方法

４．学習の活動

学期 単元名 学習内容
主な評価の観点

単元（題材）の評価規準

1
Webデザ
イン

HTML５、CSS３、
JAVAScriptを活用し、動
的なWebデザインを含ん
だWebページを作成す
る。

◎ ◎

◎

○

ａ：テーマの設定

振り返り
LMS
ルーブリック
プレゼンテー
ション

ｂ：ユニバーサルデザイ
ンへの配慮

ｃ：HTMLなどのタグ打ち
スキル

ｄ：Webデザインの意図

○

○

ａ：オリジナリティ

振り返り
LMS
ルーブリック
プレゼンテー
ション

ｂ：目的の明確化

ｃ：プログラミングスキル

ｄ：使いやすい工夫

2
プログラ
ミング

「micro:bit」Processing」
「Scratch」等を活用した
ゲーム等を作成する。

○ ◎

2

ポスター
作成
（DTP：デ
スクトップ
パブリッ
シング）

「学校ポスターの作成」
をテーマに、Adobe
Photoshop、Adobe
Illustratorを活用し、ポス
ター作成を行う。

○ ◎

○

○

○

ａ：ムービーテーマの設
定

振り返り
LMS
ルーブリック
プレゼンテー
ション

ｂ：ムービーの見やすさ

ｃ：ソフトウエア運用スキ
ル

ｄ：動画制作過程の明
言化

◎

ａ：ポスターに込めた想
い

振り返り
LMS
ルーブリック
プレゼンテー
ション

ｂ：ポスターの見やすさ

ｃ：ソフトウエア運用スキ
ル

ｄ：ポスターの意図

3
ムービー
作成

卒業Movieを、Movie
maker等を活用し動画編
集を行う。

◎ ◎

ｃ：技能 ｄ：知識・理解

　・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の
　 各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて
い

※ 表中の観点について ａ：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現
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